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平成20年９月27日(土) 講演資料 

演題「まちづくり基本条例の先進地事例」 
講師 新潟大学大学院実務法学研究科 准教授 馬場 健 

■ メ モ 

条例とまちづくり 
新潟大学大学院実務法学研究科 

馬場 健 

条例とは 

●自治立法権 

「地方公共団体は、その財産を管理し、事務 

を処理し、及び行政を執行する権能を有し、 

法律の範囲内で条例を制定することができ 

る。」 

●自治立法:地方自治体それ自身の法→自主独立 

の地位を有する 

●自治立法権は、国家法の範囲内にある→「法 

律の範囲内」
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条例で決められること 

決められないこと 

●憲法上の制約 

・罪刑法定主義（第31条） 

・財産権の保障（第29条第2項） 

・租税法律主義（第84条） 

・公共の福祉と基本的人権（第13条） 

●法令の範囲内（地方自治法第14条） 

・法律 

・政令・省令等 

条例と法令との関係 
●国の法令の空白状態 

→地方自治体の事務の範囲内で条例制定可能 

「まちづくり条例」はこれに当たる 

●国の法令が規制している対象と同一の対象について規制する 

場合 

→目的が異なる場合、法令の規制がないのと同様→地方自治 

体の事務の範囲で条例制定可能 

●法令と目的が同一で、規制対象が違う 

→いわゆる「横出し条例」 

●法令が一定の基準を設けて規制している場合に、同一の対象 

について同一の目的から、その基準を上回る規制をする場合 

→いわゆる「上乗せ条例」
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条例の及ぶ範囲 

●地域 

・条例を定めた地方自治体の区域 

●人

・区域内のあるすべての人 

住民だけではなく、その区域の一時的な滞在 

者にも適用される 

●条例間に優劣はない（最高規範性×） 

まちづくり条例 

理念 
●まちづくりとは 

地域の公共的課題を解決すること、その営為 

全般 

●まちづくりの主体 

行政の専売特許→住民、行政、議会の協働に 

よる 

●まちづくりのためのルール作り
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まちづくり条例 

構成要素 

●まちづくりのあるべき姿 

●住民の役割 

●行政の役割 

●議会の役割 

●住民と行政との関係 

まちのあるべき姿 
●上越市 

第３条 市における自治の基本理念は、 

次のとおりとする。 

(1)市民主権 市民が自治の主体として自 

ら自治体を統治することは、地方自治 

の根幹であり、主権者である市民の信 

託により置かれた市議会及び市長等 

は、公正で開かれた市民主体の市政運 

営を行うこと。 

(2)人権の尊重 出身、障害の有無、性 

別、年齢、国籍等にかかわらず、市民 

一人ひとりの人権が尊重されること。 

(3)非核平和への寄与 世界の人々との友 

好のきずなを強めながら、人類共通の 

願いである非核平和の実現に向けたま 

ちづくりを行うこと。 

(4)地球環境の保全 健全で恵み豊かな環 

境を将来の世代に継承するため、地球 

全体の環境に配慮したまちづくりを行 

うこと。 

(5)地域特性の尊重 地域の歴史及び文 

化的な特性を尊重したまちづくりを行 

うこと。 

(6)地方分権の推進及び自主自立の市政 

運営 基礎自治体としての権限の拡充に 

取り組むとともに、自主的かつ自立的 

に市政運営を行うこと。
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●ニセコ町 ●新発田市 

第１条 この条例は、ニセコ町のまちづ 

くりに関する基本的な事項を定めると 

ともに、まちづくりにおけるわたした 

ち町民の権利と責任を明らかにし、自 

治の実現を図ることを目的とする。 

第３条 まちづくりは、市民参画並び 

に市民と市の相互の信頼関係に基づく協 

働を基本として、推進されなければな 

らない。 

２ 市民と市は、対等な立場で役割分担 

を意識しながら、意見を交わし合い、 

それぞれがまちづくりに主体的かつ積 

極的に関わっていくものとする。 

３ 市民参画は、市民の多様な価値観に 

基づく提案又は意見（以下「提案等」 

という。）に公正かつ的確に対応する 

ことを基本として、推進されなければ 

ならない。 

４ 市民参画の機会は、平等に保障され 

なければならない。 

５ 市民と市は、市民主体のまちづくり 

を推進するために情報の共有を図らな 

ければならない。 

住民の役割 

●宝塚市 ●高知市 

●柏崎市 

（市民の権利と責務） 

第６条 市民は、市の保有する情報を知 

る権利を有するとともに、まちづくり 

に参加する権利を有する。 

２ 市民は、まちづくりの基本理念に 

のつとり、主体的にまちづくりに取り 

組むよう努めなければならない。 

第３章 市民等の役割 

(市民の役割) 

第８条 市民は，自らがまちづくりの主 

体であることを自覚し，まちづくりに 

ついての理解を深めるとともに，まち 

づくりへの参加に努めるものとする。 

(ＮＰＯの役割) 

第９条 ＮＰＯは，市民のまちづくりの 

発意を尊重し，その主体的な活動を支 

え育てるよう努めるものとする。 

(事業者の役割) 

第 10 条 事業者は，地域社会の一員と 

して，まちづくりについて理解，協力 

するよう努めるものとする。 

（まちづくりの主体） 

第５条 市民は、まちづくりの主体であ 

り、自主的にまちづくりに参加し、そ 

の推進に努めるものとする。
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行政の役割 
●新発田市 ●三鷹市 

（市の役割と責任） 

第５条 市は、第３条の基本理念にのっ 

とり、市民の市政への参画の機会を保 

障し、推進するために必要な措置を講 

じなければならない。 

２ 市は、市民が市民参画の意義につい 

て理解を深め、さらに、市民主体のま 

ちづくりができるよう努めなければな 

らない。 

３ 市は、市民がまちづくりに関する情 

報を交換し、又はまちづくりの課題に 

ついて学習を行う場合において、市民 

からの申出があるときは、必要な支援 

を行うよう努めなければならない。 

４ 市は、職員の資質向上に努めるとと 

もに、職員は、市民とともにまちづく 

りを担うことを自覚し、業務を遂行し 

なければならない。 

第４章 執行機関 

（市長の責務）第９条 市長は、その 

地位が市民の信託によるものであるこ 

とを認識し、市政の代表者として市民 

の信託に応え、市民自治の理念を実現 

するため、公正かつ誠実に市政運営に 

当たらなければならない。 

２ 市長は、毎年度、市政運営の方針 

を明確に定めるとともに、その達成状 

況を市民及び市議会に説明しなければ 

ならない。 

（執行機関の連携及び協力） 

第 10 条 市の各々の執行機関は、所掌 

事務について、自らの判断及び責任に 

おいてこれを公正かつ誠実に処理する 

とともに、市長の総合的な調整のも 

と、執行機関相互の連携及び協力を図 

りながら、一体として行政機能を発揮 

しなければならない。 

議会の役割 
●三鷹市 

●新発田市 
なし 

●宝塚市 
なし 

●高知市 
なし 

第３章 市議会 

（市議会の役割、責務等） 

第７条 市議会は、地方自治法（昭和 

22 年法律第 67 号）の規定に基づき、市 

民の直接選挙により信託を受けた議員 

によって構成される意思決定機関であ 

り、市民の信託に応えるため、事案の 

決定、市政の監視及びけん制を行うも 

のとする。 

２ 市議会は、市民への情報提供を積 

極的に推進するとともに、市民に開か 

れた議会運営に努めなければならない。 

３ 市議会は、前２項の役割、責務等 

を果たすため、市議会の持つ権能を最 

大限に発揮して活動するものとする。 

（市議会の立法活動、調査活動等） 

第８条 市議会は、議会の活性化に努 

めるとともに、独自の政策提言及び政 

策立案の強化を図るため、立法活動、 

調査活動等を積極的に行うものとす 

る。
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●上越市 
（市議会の権限） 

第７条 市議会は、市民の信託を受けた 

議事機関として、市民の意思を市政運 

営に適正に反映させるため、地方自治 

法に定めるところにより、市政運営を 

監視するとともに、条例の制定、改正 

及び廃止、予算の決定、決算の認定そ 

の他市政運営の基本的な事項を議決し、 

市の意思を決定する。 

（市議会の責務） 

第８条 市議会は、市民の代表として、 

全市的な視点及び市を健全な状態で次 

世代に引き継ぐための視点に立って、次 

に掲げる機能を果たさなければならない。 

(1) 市の意思決定機能 

(2) 市政運営の監視機能 

(3) 政策立案機能 

(4) 立法機能 

２ 市議会は、次に掲げる事項を基本と 

して運営されなければならない。 

(1) 市議会の審議その他の活動の透明性 

を確保すること。 

(2) 市民への説明責任を果たし、市民と 

の信頼関係を確保すること。 

(3) 広く市民の意見を聴き、その意見を 

市議会の運営及び前項各号に掲げる機 

能の発揮に適切に反映させること。 

３ 市議会は、その権限の行使に当たっ 

ては、自治の基本理念及び第４条に定 

める自治の基本原則（以下「自治の基 

本原則」という。）にのっとり、常に 

市民の権利を保障することを基本とし 

なければならない。 

（市議会議員の責務） 

第９条 市議会議員は、市民の代表とし 

て、自己の研さんに努めるとともに、 

普遍的な利益のために活動しなければ 

ならない。 

２ 市議会議員は、高い倫理観の下、誠 

実にその職務を行い、自らの発言、決 

定及び行動に責任を持たなければなら 

ない。 

３ 市議会議員は、次に掲げる事項につ 

いて、市民への説明責任を果たし、市民 

との信頼関係を確保しなければならない。 

(1) 自らの議会活動 

(2) 市政運営に関する自らの考え 

住民と行政との関係 
●柏崎市 

第３章 参加と協働 

（参加する権利） 

第７条 市民は、だれでも自由に、お互 

いに平等な立場で、まちづくりに参加 

する権利を有する。 

２ 市民は、まちづくりの活動への参加 

又は不参加を理由として、差別的な扱 

いを受けない。 

（協働の仕組み） 

第８条 市民と市は、お互いの役割と責 

任の下に、良きパートナーとして連携 

してまちづくりに取り組むものとする。 

第４章 情報の共有 

（情報共有の原則） 

第９条 市民と市は、まちづくりの基本 

原則を実現するために必要な情報を共 

有するものとする。 

２ 市民は、まちづくりに参加するため 

に必要な市の保有する情報について、 

その提供を受け、又は自ら取得する権 

利を有する。 

（情報の提供） 

第 10 条 市は、別に条例で定めるとこ 

ろにより、市民に対し市の保有する情 

報を積極的に公開するとともに、分か 

りやすく提供するよう努めなければな 

らない。 

２ 市は、まちづくりに関する情報を正 

確かつ適正に収集し、速やかにこれを 

提供できるよう整理し、保存しなけれ 

ばならない。
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まとめ 

●三鷹市 ●ニセコ町 

（情報公開等） 

（個人情報の保護） 

（パブリックコメント） 

（説明責任） 

（要望、苦情等への対応） 

（オンブズマン） 

（計画の策定過程等） 

（市民会議等の設置及び運営） 

（コミュニティ活動） 

（協働のまちづくり） 

（学校と地域との連携協力） 

（出資団体及び他の官公庁との連携等） 

（住民投票） 

第 10 条 わたしたち町民は、まちづくりの 

主体であり、まちづくりに参加する権利を 

有する。 

２ わたしたち町民は、それぞれの町民が、 

国籍、民族、年齢、性別、心身の状況、社 

会的又は経済的環境等の違いによりまちづ 

くりに固有の関心、期待等を有しているこ 

とに配慮し、まちづくりへの参加について 

お互いが平等であることを認識しなければ 

ならない。 

３ 町民によるまちづくりの活動は、自主性 

及び自立性が尊重され、町の不当な関与を 

受けない。 

４ わたしたち町民は、まちづくりの活動へ 

の参加又は不参加を理由として差別的な扱 

いを受けない。 

（満 20 歳未満の町民のまちづくりに参加す 

る権利） 

第 11 条 満 20 歳未満の青少年及び子ども 

は、それぞれの年齢にふさわしいまちづく 

りに参加する権利を有する。


